
日本における日本における日本における日本における （（（（ジェムズ）の可能性ジェムズ）の可能性ジェムズ）の可能性ジェムズ）の可能性GEMS 

の紹介および第一回の紹介および第一回の紹介および第一回の紹介および第一回GEMS ワークショップの報告をもとにワークショップの報告をもとにワークショップの報告をもとにワークショップの報告をもとに

ＧＥＭＳ（ジェムズ）ＧＥＭＳ（ジェムズ）ＧＥＭＳ（ジェムズ）ＧＥＭＳ（ジェムズ）とは、Ｇｒｅａｔ�Ｅｘｐｌｏｒａｔｉｏｎｓ�ｉｎ
Ｍａｔｈ�ａｎｄ�Ｓｃｉｅnｃｅ（直訳：数学と科学への大いなる探求）といい、

カリフォルニア州立大学バークレー校ローレンス科学研究所にて開発された直

接体験・能動的学習をテーマとする科学教育カリキュラムである。GEMSの内容

および開発に至った経緯などの詳細については後述するが、GEMSのゴールは、

１）自主的に学習する姿勢と明晰な思考力の育成　

２）科学と数学の中心概念に関する理解を促す　

３）科学的数学的思考および問題解決能力の習得　

４）科学と数学に対するポジティブな心構えを身につけさせる

　　　の四つである。

GEMSには２０年にも及ぶ歴史があり、そのネットワークは米国だけでなく海外にも

広がっている。２００１年１月には、連邦政府教育省より「将来性ある

（=Promising）��科学プログラムとして指定を受け、社会的評価を高めている。　

２０００年１２月、そのGEMSを日本に導入し、普及するジャパンGEMSセンターを立

ち上げた。ジャパンＧＥＭＳセンターはＬＨＳのＧＥＭＳの海外ネットワークセン

ターの一つであり、事務局は（社）日本環境教育フォーラム内におかれている。２

００１年２月１７日の青少年野外教育全国フォーラムでのワークショップを皮切り

に、同月２４日、２５日の成城ＧＥＭＳリーダーワークショップ、さらには環境エ

ネルギー館でも職員の研修、及び１日体験ワークショップを行ない、のべ１５０名

近くの教育者の方々にＧＥＭＳを体験していただくことができた。また、成城学園

初等学校の２年生と６年生のクラスを対象にそれぞれ「ウーブレック」と「あらゆ

る可能性」のプログラムを実際に子ども達に行なった。

本稿では、GEMSがいかなる教育プログラムであるかを紹介し、実験的に行った　　

ワークショップの報告を通して、日本での普及の意義と可能性について述べる。
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※　１９９２年「Ｔｅａｃｈｉｎｇ�Kids�to�Love�The�Earth」設立。学校、企業における教育改革を目指し、
体験学習法をベースに、キャンプなど子どもの自然体験活動や、冒険教育、野外教育、環境教育、科学教育プ
ログラムの研究および実施をしている。一橋大学大学院国際企業戦略研究科非常勤講師、日本獣医畜産大学教
職課程非常勤講師。直接体験を通して、感動する心、人間関係スキルの向上、思考力、判断力を育むことを目
指している。２児の母。

２００１年４月

ティーチングキッズ代表
ジャパンＧＥＭＳセンター事務局長　
　　　　　　　　　　　古川　　和　（※）

　しかしながら今現在日本でのＧＥＭＳの効果を測定した臨床的データはなく、日本の学校現場に
おいてＧＥＭＳが普及できるためには研究者の協力を得て、教育効果を測定する研究が必要である。
また、アメリカでは科学教育基準に合ったものとして、学校でのカリキュラムとGEMSを一致させる
ことが行なわれている。学校教育で学ぶ理科に、GEMSのどのプログラムがどの学年に適切であるか
などについても、研究者の協力を得て調査研究する予定である。　また、野外での自然体験活動、
ネイチャーセンターでのプログラムとしても活用してもらえるよう、教員向けワークショップのみ
ならず、社会教育指導者向け、また親向きのワークショップも実施していく。科学の専門家ではな
くても誰にでも、どのレベルにでも指導できるようにGEMSが作られていることを実際使ってためし
ていただきたい。

　問題はそれらの時間を体験的に学ぶことの評価方法である。ＧＥＭＳのスタッフは最初からその
アセスメントについてどのようにすればよいか、指導書の中で詳しく述べている。学校教育では特
にその評価が問題となるであろう。そのためには指導者が授業中の学習者一人一人の関わるプロセ
スをしっかり見たり、かなりの努力をする必要がある。体験的学びは楽しいが、決して指導者が楽
できるものではない。

　人気テレビ番組「スタートレック」で知能を有する異星人に出会う話は２０６３年の設定だった。
スタートレックでの宇宙人との遭遇はもはや現実問題、我々の子ども、孫はその時、どのように考
え、行動するのだろう。我々はGEMSを通じて、コミュニケーションと協力、主体的に学ぶ思考習慣
を育みたいと考えている。

　ジャパンＧＥＭＳセンターの使命は、地球のことを考え、持続可能な社会をめざすためにＧＥＭ
Ｓを普及し、ＧＥＭＳの日本型の開発を研究者、実践者の方々と進めていくことです。通訳、翻訳
に関わって、多大なる貢献をしてくれた友人の杉山朗子さんと小西知代さん、ワークショップ開催
に向けてローレンス科学研究所から訪日してくれたKimi�Hosoume�さんとCarolyn�Willardさんのお
二人と米国ＧＥＭＳスタッフの方々に心より感謝の意を表したい。

　教育の変革期である日本において、学習指導要
領の是非、ゆとりの時間によって学力の低下を懸
念する意見、総合的学習の時間の使い方など、様々
な議論が交わされている。ジャパンＧＥＭＳセン
ターではＧＥＭＳを使いやすいかたちにして、今
後学校の授業で取り入れてもらいたいと考えてい
る。楽しさと遊びの要素が盛り込まれたＧＥＭＳ
が、楽しいから、体験的だからといって決して学
力に結びつかないとは思わない。アメリカでの普
及の実績を考えれば、ＧＥＭＳのように長期に渡っ
て研究開発されてきたカリキュラムを総合的学習
の時間に取り入れることによって、学び方の学習、
思考の習慣、他者との人間関係能力の向上、科学
や学問への興味、心の発達などにおいて教育の効
果を期待できるであろう。

◆◆◆◆日本における日本における日本における日本における 普及と今後の課題普及と今後の課題普及と今後の課題普及と今後の課題

日本の教育関係者を対象としたワークショップの様子日本の教育関係者を対象としたワークショップの様子日本の教育関係者を対象としたワークショップの様子日本の教育関係者を対象としたワークショップの様子
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　１９６０年代、ＧＥＭＳが開発されるに
先立ち、アメリカが科学教育の改革を始め
たきっかけは当時のソビエト連邦が人工衛
星スプートニク号の打ち上げに成功したこ
とであった。宇宙戦争でソビエトに対抗し
ていくためにも、アメリカの政策担当者は
科学・数学の教育をもっと充実させるべき
だと考えた。そして、カリフォルニア大学
バークレー校の著名な科学者、教育者（カー
プラス、アトキン、ティエール、ピアジェ
も含まれていた）が集まり、１９６２年、
ＳＣＩＳ（Ｓｃｉｅnｃｅ　Ｃｕｒｒｉｃｕ
ｌｕｍ　Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ　Ｓｔｕ
ｄｙ）「科学カリキュラム改善研究」が出
された。その中心になる学習理論は「ラー
ニングサイクル」であり、そのベースには
デューイ、モンテッソーリ、ビゴスキーな
どの教育理論がある。

　１９８３年、アメリカでは「危機に立つ国家」が出版され、当時深刻な国力の低下に見舞
われ、経済力の翳りが見えていた。国力回復のため、各界の専門家、実践者の議論が行なわ
れ、政府も民間も教育改革を目指し、１９８９年アメリカ科学振興協会（AAAS）の「プロジェ
クト２０６１」は「すべてのアメリカ人のための科学」で２１世紀に向けて科学教育の目指
すところを示した。１９９３年にはAAASから「科学的リテラシーのベンチマーク」、１９９
６年に政府機関のナショナルリサーチカウンセル（NRC）から「科学教育基準」、２０００年
には「New�Standards」と、国家レベル、州レベルでのスタンダードが次々と策定されてきた。

　これら８０年代からの科学教育改革運動によって、科学の教育の進むべき針路が示された。
いまや一人の人間があらゆる科学のことに精通できる時代ではない。科学教育とは、いかに
情報を詰め込むかを目指すのではなく、いかなる突発的なことが起きようと対処できる柔軟
な思考力と、情報を引き出す能力、人々が考えを共有すること、協力することを直接体験か
ら学ぶことであると。

　ＧＥＭＳは以上の教育改革の流れを汲んでいる。またGEMSを開発したローレンス科学研究
所は、かつて生物学の野外体験型プログラム集「OBIS（Outdoor�Biology�Instructional
Strategy）」を開発しており、日本でも翻訳出版され（『OBIS自然と遊び、自然から学ぶ
（全３巻）』1996、編著者：（財）科学教育研究会、発行：栄光教育文化研究所）、わが国
の野外・環境教育に関わる人々にも広く知られている。GEMSのガイドブック(教師用指導の手
引き)は７０冊あまり出されてあり、それぞれが、好奇心を喚起する内容、質問をする、答え
は一つではない、体験する、グループメンバーで協力する、ディスカッションする、現実生
活に応用すること、などを基本方針に、各プログラムがデザインされてあり、今なお学校現
場の意見を取り入れ、改善され続けている。

　すでにアメリカでは１０００万人以上の子ども達、７０万人以上の先生方がＧＥＭＳを体
験し、ネットワークの拠点も全米に３５箇所以上あり、さらに増えつづけている。海外には
トルコ、日本、シンガポールに拠点ができ、フィリピンにもまもなく開設される。

　子ども達は未来の担い手であるがゆえに、さまざまな体験や情報を自分の中にとりいれ、
思考し、判断し、自分自身で理解する枠組みを作る主体性が求められている。ＧＥＭＳには、
ロールプレイ、ゲーム、ディスカッション、体験実習などのアクティビティがプログラムに
組み込まれている。これは一方的に教師が知識を詰め込む従来の授業スタイルでなく、学習
者が能動的に学ぶワークショップスタイルの学びである。豊富な実績と驚き、発見に満ちた
ＧＥＭＳを是非日本の先生方にも取り入れていただきたい。

◆◆◆◆米国の教育を取り巻く背景とＧＥＭＳプログラム開発米国の教育を取り巻く背景とＧＥＭＳプログラム開発米国の教育を取り巻く背景とＧＥＭＳプログラム開発米国の教育を取り巻く背景とＧＥＭＳプログラム開発

アメリカのアメリカのアメリカのアメリカの ワークショップの様子ワークショップの様子ワークショップの様子ワークショップの様子GEMS



◆◆◆◆科学的知識を楽しく身につけ理解科学的知識を楽しく身につけ理解科学的知識を楽しく身につけ理解科学的知識を楽しく身につけ理解

するするするする

　　ワークショップでは自然の素材を用

いてお面を作ったり、「環境探偵」など

いくつかのプログラムを実施しました。

「環境探偵」というテーマでは、ある架

空の湖で大量に魚が死んでいるのは何故

か？という課題を与えられ、年代を追っ

た湖周辺状況の変化や周辺住民の証言を

もとに、参加者が意見を交わしながら推

理していきました。GEMSのプログラムで

は、専門的知識の有無に関わらず体験か

ら科学的に考え理解できるようになって

おり、仮説を立てる→実験を企画・実行

する→結果を分析し話し合う、といった

プロセスを子どもたちに身につけてもら

えるよう組み立てられています。そして、

このワークショップは子どもたちの興味

を引き出し結論まで導くことができる指

導者の養成を目的にしています。

◆◆◆◆ＧＥＭＳＧＥＭＳＧＥＭＳＧＥＭＳ����ワークショップワークショップワークショップワークショップ����at�at�at�at�成城学園　報告成城学園　報告成城学園　報告成城学園　報告

　２００１年２月２４・２５日、東京都世田谷区の成城学園初等部にて２日間の
ワークショップを実施しました。アメリカからGEMSスタッフ２名を招き、トライ
アルとして開催した今回のワークショップには、教育関係者を中心に60名が参加
しました。多くのお問い合わせ、お申し込みをいただき当初の募集枠を倍に増や
しましたが、それでもお断りをせざるを得ないほどの盛況ぶりでした。

GEMSGEMSGEMSGEMSワークショップワークショップワークショップワークショップ
　成城学園スケジュール概要　成城学園スケジュール概要　成城学園スケジュール概要　成城学園スケジュール概要

2月24日���9:30 イントロダクション
　　　����9:50 Investigating�Artifacts�(文化遺産調査)

1.　自然のものを集める
2.　お面を作る

����������11:10 In�All�Probability�（あらゆる可能性）
����������13:30 Terrarium（テラリウム：土と生物の世界）

��1.　土のプロフィールテスト
��2.　テラリウムを作る

����������14:30 ビデオ　　　飯沼授業の様子　2年生
����������15:45 ふりかえり
����������16:30 終了
25日
�����������9:30イントロダクション
　　　　���9:45 Environmental�Detectives（環境探偵）

��1.��謎を探る
��2.��フェイク湖

　　　����11:00 Crime�Lab�Chemistry（犯罪科学調査）
Oobleck（ウーブレック）

　　　����13:30 To� Built� a� House（科学の家を建てる）　
　��������14:00 Acid�Rain

��1.��酸性雨を知ろう
��2.��フェイク湖

����������16:00 ふりかえり
G E M S指導について話し合った後終了

成城学園初等部の児童を対象とした成城学園初等部の児童を対象とした成城学園初等部の児童を対象とした成城学園初等部の児童を対象とした プログラム実施の様子プログラム実施の様子プログラム実施の様子プログラム実施の様子

教育関係者を対象とした成城学園ワークショップ教育関係者を対象とした成城学園ワークショップ教育関係者を対象とした成城学園ワークショップ教育関係者を対象とした成城学園ワークショップ

GEMS



全体的感想全体的感想全体的感想全体的感想

・科学、数学と聞いて敬遠したくなる人は多いと思うが、そのようなイメージを感じさせない方
法であったことに驚いた。
・自分の価値観を他と共有できる、また共有するための努力をする。これは楽しい。生きる力を
育てるものではないだろうか。
・「誰でも、すぐに始められる」これが、キーワードのような気がする。
・アクティビティの中に、神話、宗教の要素を入れるなど、驚いたとともに、楽しく参加するこ
とが出来た。
・確率や順列をさいころゲームで楽しませながら学ばせる工夫に感動した。
・今回もらったテキストの全訳が欲しい。
・アクティビティの一つ一つが、ただ実験、体験に終わらず、その体験をいかに個々の生徒が考
える材料にするかにまで及んでいたことに感動し、実行したいと思った。
・現代社会がいかに五感を枯渇させているかが分かる。
・ローレンス科学研究所の教材、カリキュラム開発に一貫したコンセプト、ポリシーがあること
を感じた。

◆◆◆◆未知の物質分析！？未知の物質分析！？未知の物質分析！？未知の物質分析！？

　今回のワークショップを見学して

面白い！と思ったものの一つをご紹

介いたします。それは「Oobleck（ウー

ブレック）」という宇宙から来たと

される物質が一体何なのかを分析し

ていくものです。うす緑がかった白

くてドロリとした液体。下のほうに

やや沈殿物があり、手ですくって空

気中に取り出すと、しばらくして乾

いて固まってきます。まさに「今ま

で触ったことのない不思議な物質」

です。

　これをまず、ひとりひとりが科学

者になったつもりで物質に触ったり

匂いを確かめたりして観察や調査を

していきます。次にグループごとに

「科学者会議」が開かれ、液体の性

質や法則を「Oobleck�の法則」とし

ます。

　このカリキュラムは、子どもたち

が「科学者は何をする人なのだろう」

ということを知る手がかりになるも

のだそうです。科学者になったつも

りで初めに単独で今までの知識を総

動員しながら調査や分析をしていき

ます。それを大勢で議論しながら客

観的に推察や定義をしていくのです。

　さて、一体この物質は何だったの

でしょうか。参加者の皆さんは、思

わぬ答えに目が点になっていました。

◆◆◆◆ワークショップに参加した方々の感想、ふりかえりワークショップに参加した方々の感想、ふりかえりワークショップに参加した方々の感想、ふりかえりワークショップに参加した方々の感想、ふりかえり((((抜粋抜粋抜粋抜粋))))

ウーブレックの実施状況（二枚とも）ウーブレックの実施状況（二枚とも）ウーブレックの実施状況（二枚とも）ウーブレックの実施状況（二枚とも）



　　　　　　　　　　　　

１、１、１、１、GEMS�GEMS�GEMS�GEMS�のどのプログラムに興味を持ちましたか？また、それはなぜですか？のどのプログラムに興味を持ちましたか？また、それはなぜですか？のどのプログラムに興味を持ちましたか？また、それはなぜですか？のどのプログラムに興味を持ちましたか？また、それはなぜですか？

酸性雨酸性雨酸性雨酸性雨

　　・環境問題と日常生活をいかに関連づけて考えるかという問いを満たしている上に、プログラム

　　　が体系付けられている。

　　・テラリウムと合わせて、気づきから環境問題まで扱う事ができる。

　　・生活と国家間の問題に結びつけることができた。

お面作りお面作りお面作りお面作り

　　・考え方や分類を学べるから。

　　・事実、推論という方法に、目からうろこの感覚だった。

　　・文学、歴史への発展がすばらしい。

　　・理科の授業で使う共通点と違いをもとに、分類していく時の目の付け所や事実を元に類推する

　　　考え方を育てることを感じた。

　　　

ウーブレックウーブレックウーブレックウーブレック

　　・科学者として必要なプロセス全て分かりやすくコンパクトにまとまっているから。

　　・面白い素材が気に入った（今まで、見た事も触ったこともない感触）。

　　・何だか分からない未知のものを触りながら、科学者のやる事について学べる。

　　・最後の宇宙船にもっていくところは最高。

　　・身近な材料を使って問題解決、グループワークが行え、科学的な知識を深めることができる。

　　　最後はアートもできる。

環境探偵環境探偵環境探偵環境探偵

　　・公害について、誰にでも分かりやすく体験できるから。

　　・授業の興味をそそる付加価値をつけることのうまさに驚いた。

　　・１つの環境問題から、多角的な原因追求と解決を考える事が出来る。

　　・プロセスを大切にし、自己の考えを持ち、それを主張でき、自分自身を考える可能性を持つこ

　　　とが出来る。

　　・総合的に、かつ興味深く学びながら、答えを見つける力を養う事が出来る。

　　・子供の自発的な好奇心から始まって、子供自身が主体と（積極的）になる、あやしい魅力があ

　　　るから。

　　・1つのテーマで何時間も授業をしていく事が出来る。

　　・原因を探していくというストーリー性と共に、様々な要素が複雑に絡み合って、色々な方向か

　　　らの思考（原因）ができるという点に広がりが感じられておもしろかった。

テラリウムテラリウムテラリウムテラリウム

　　・内容が横断的で広がりがあるから。

　　・箱庭的な楽しさもあり、作っていておもしろかった。

　　・科学教育の部分と環境教育の両面性。

　　・小さい頃、よく生き物を飼っていて、その視点に近かった。

　　・要工夫だけど、効果は高そうである。

統計・確率論統計・確率論統計・確率論統計・確率論

　　・理論と実践がマッチしており、興味をそそられる。

　　・サイコロを使用した馬の競走が、日常ではあまり関係ないと思われた確率をとらえている。

　　・他の分野での応用がしやすいと思った。

　　・評価方法がおもしろい。



２、今後、自分の活動にどのように使えると思いますか？２、今後、自分の活動にどのように使えると思いますか？２、今後、自分の活動にどのように使えると思いますか？２、今後、自分の活動にどのように使えると思いますか？

　　・興味、関心をもって自分で考える力を養う学校教育のため

　　・専門家以外の人に科学を説明したり、理解を得たりしてもらう時

　　・和訳して、自分なりに子供たちに伝える、他の人と協力して改善を加える

　　・総合的学習の時間で使います。土、日２日間コースプログラムを用いる事により、より深

　　　い発見や観察ができるだろう

　　・高校の選択授業（環境探偵）

　　・環境教育などを中心とした市民団体への普及

　　・理科の授業のイントロダクション（なぜ、科学を学ぶのか、理科の手法とは、と言う事を

　　　示すために）

　　・公園をフィールドに使って欲しい！色々と提供できるものがあります

　　・子供の視点を大切に共有できる

　　・手を加えて、理科実験講座やオプション講座を利用して

　　・博物館において、地域と地域と結びつけて、子供にも大人にも大切な、身の回りのことか

　　　ら始まる「街づくり、環境づくり」の始めの部分で

　　・室内プログラム、雨プログラムとして

　　・指導者養成

　　・思考能力や課題発見、解決の方法を学ぶために

　　・地域とのつながりを持たずに、地域とのつながりが必要な授業（総合的な学習）を展開す

　　　るのは難しいので、そんな先生のための学校向けの授業プログラム

　　・企業新入社員教育

　　・時間と物理的、空間、設備の問題をクリアしてから

　　・大学院生間の技術や知識の向上のためにゼミのような形で

３、今後、実践したその成果を話し合う場としての「継続ワークショップ」を開催して３、今後、実践したその成果を話し合う場としての「継続ワークショップ」を開催して３、今後、実践したその成果を話し合う場としての「継続ワークショップ」を開催して３、今後、実践したその成果を話し合う場としての「継続ワークショップ」を開催して

いきたいと思っていますが、参加したいと思いますか？いきたいと思っていますが、参加したいと思いますか？いきたいと思っていますが、参加したいと思いますか？いきたいと思っていますが、参加したいと思いますか？

無回答 �１名

分からない �４名

参加したい ４４名

　回答に対するコメント：

　　

　　・内容による

　　・見守りたいとは思う

　　・参加したいが、交通費、旅費の問題がある

　　・仕事や、時間との調整がつけば参加したい

　　・ワークショップに加え、子供を集めて実践したい　

　　・議題や発表内容がしっかりしているなら

　　・まとまりのない話し合いならば、参加したくない

　　・ある程度、場所や時間等を決めて、継続的に行っていくのがいいのではないか

　　・参加者の所属別の分科会という形式にする必要があるのではないだろうか（部分的にでも）

　　・今の仕事上（環境自然教育活動）、直接成果を話し合ったり、報告する事は出来ないが、

　　　是非その場に臨んで話しを聞きたい

　　・新しいプログラムの紹介も行ってほしい

　　・継続調査や、共同研究を行いたい

　　・現場で使えるチャンスがあるのならば参加したい



　　　　　　　　Great�Explorations�in�Math�and�ScienceGreat�Explorations�in�Math�and�ScienceGreat�Explorations�in�Math�and�ScienceGreat�Explorations�in�Math�and�Science
　　　　　　　　�(GEMS)�(GEMS)�(GEMS)�(GEMS)のワークショップに参加してのワークショップに参加してのワークショップに参加してのワークショップに参加して

松田良一(東京大学教養学部生物学)

ryoichi@matsuda.c.u-tokyo.ac.jp

2001年02月26日

さる平成13年2月24日（土）、25日（日）の2日間、東京の成城学園初等学校の理科室で開かれたGEMSワークショッ

プに参加してきました。その簡単な紹介と感想を述べさせていただきます。

　Great�Explorations�in�Math�and�Science(GEMS)とは。

GEMSはUniversity�of�California,�Berkeley校にあるLawrence�Hall�of�Scienceで開発がすすめられている数学

と理科教育に関するプログラムです。そのホームページのURLはhttp://www.lhsgems.orgです。このワークショッ

プは日本国内でのGEMS日本ブランチ（代表は古川　和氏）が、このプログラムの日本バージョンを広めようとし

て企画したものです。

　このワークショップは、Berkeleyから来日したGEMSのスタッフが２人、60名をこえる参加者の前でGEMSプログ

ラムの一部を参加者を生徒達に見立てて実演し（同時通訳付き）、生徒達の数学や理科に関する興味をいかに引

き出していくかを伝えるものでした。酸性雨や河川の水質汚染、犯罪捜査における化学の役割など、興味深いテー

マを取り上げ、生徒達にその原因について考察させAそれをどうしたら実験的に明らかにできるか、問題の解決

にはどうしたら良いか、などについてグループ内で考え、実際に実験したり、debate�させたりするものでした。

内容は単に理科や数学に限定されず、社会問題や文化にまで及んでいました。確率のテーマではサイコロをグルー

プ内で手分けして200回以上ふらせ、そのでてきた数を表にしたり、1から12までの番号を付けた　12頭の駒を用

意し、２つのサイコロの目の和に該当する番号の駒を1マスずつすすめるゲームをさせて、何回もゲームした結

果、教室全体のデータを集計し、どの駒が一番強いかを求めさせ（答えは7番）、その理由を考えさせるといっ

たものでした。ゲームに興じているうちに、暗算（足し算ですが）の反復練習になり、次第に確率や順列につい

ての考えも身についてくることを狙ったものです。

　すでに20年近くもかけて、小中高校の教師達の協力による試行錯誤の結果、60册以上の教師向けテキストブッ

クが作られ、このような教授法に関する懇切丁寧な解説がされています（上記URLを参照）。実験キットも多数、

売り出されています。

　このワークショップではその６テーマについて実演され、その該当するテキストブックと翻訳が配られました。

翻訳本はいずれGEMS日本ブランチの母体である日本環境教育フォーラムが小学館を通じて発売する予定だそうで

す。原書はメールで直接購入できます。

このワークショップに参加して、考えさせられた点を以下にまとめてみました。

１）�日本とは逆の指導法。

　生徒達に詳しい解説や知識を与えてから実験させるのではなく、自分の持っている知識や発想をもとに、まず

グループ（４から６人程度）で議論させ、問題点を整理してから、実験にとりかかり、そのデータをグループ間

で比較し、さらに議論をする。そして教師が解説を加えるというパターンを繰り返す方法を幼児期から試みてい

る点です。実験も良くfザインされていて、安全に、分かりやすく、楽しめるように作られていました。アメリ

カではこの実験キットが解説本とともにGEMSから直接購入できます。

　このような教授法は「まず答えありき」の日本で一般に行われている教授法と比較して、生徒達の頭にどちら

が残り易いかということを考えると、手間と時間はかかりますが、その差は明らかな気がしました。私が東大で

実習講義などをやると、「正解はどうなのか」と実験をするとすぐに聞いてくる学生が多くいます。その原因は

トップダウンで知識や考え方が叩き込まれる日本の教授法にあることは確かです。また、何かについては、「ま

だ、良くわかっていない」　などと説明すると、私が個人的にわかっていないのではないかといぶかし気に思わ

れたり（信用されていないのかな？）、院生や卒業研究生の実験がうまく行かないと、テーマを展開したり、改

善したりせずに、すぐテーマのせいにする学生達が多く居ます。



　

それは仮説を立て、実験を企画し、実施し、そのデータから何が言えるのかということを考えさせる訓練を小

さいうちから、殆どやっていないためだと思われます。物事に自ら疑問を持たず、教科書などの権威に盲従し

た方が、よい評価を得る仕組みで大学や、高校、中学小学校でselectionをかけてきたためです。そのプロセス

の中でどんなに貴重な人材が育てられずに散っていったかを考えると暗然とします。このselectionに残ったカ

スが今の日本で活躍しているのかも知れません。

　今日も全国の国立大学では前期日程の入試が行われています。疑問をいだく能力より、このようなトップダ

ウン情報に盲従する能力を試験で判定し、その能力が高い順に合格させる仕組みでは、日本は一向に良くなら

ないことは明白です。何とかしなければなりません。

　教える教師も同じようなパタンで教育を受けてきたため、GEMSのような教授法をすんなりと受け入れて実際

に行える教師がどれだけいるか心もとありません。

２）アメリカでは（別にアメリカ礼讃をしているわけではありませんが、その良い点はみとめる必要がありま

す）�GEMSのような教授法開発プログラムに積極的に政府や財団や一般企業がグラントを出している点。

　GEMSも�National�Science�Foundation(NSF)や財団、会社などから年億円単位のグラントをもらっているそう

です。その資金を使って開発費やメンバーの生活費まで出しています。�日本でも文部省科研費の奨励研究(B)

という教員、技官、その他一般国民向けの科研費枠はありますが、１件30万円で採択率も低く、十分だとは決

して言えません。総額も全国で年２億円程度です。理科教育振興法による補助もありますが、採択されても1申

請あたり数十万円規模では、老朽化した備品の補充がやっとで、専属チームを作って、長期間にわたる試行錯

誤を行い、日本に適した新しい教授法を開発など、とてもとてもできません。各地の教育研究所は何をやって

いるのでしょうか？

　単発的な科学イベントには補助が出るようになってきましたが、教育インフラの整備はまだまだお寒い状態

です。理科教育の振興をうたった科学技術基本法第19条の遵守が求められます。アメリカで10年前に叫ばれた

Nation�at�Riskの精神は今の日本に最も求められるものです。

科学技術基本法　第19条

「国は青少年をはじめ広く国民があらゆる機会を通じて科学技術に対する理解と関心を深めることができるよ

う、学校教育及び社会教育における科学技術に関する学習の振興並びに科学技術に関する啓発及び知識の普及

に必要な施策を講ずるものとする。」

３）意識の違い。

　日本でも各地域で理科教員の自主的研究会が行われていますが、それを深めていくにはどうしても専門家や

一般のボランティアが必要です。GEMSもUniversity�of�California�at�Berkeleyの全面的な支援を受けていま

す。これも大学人やTax�payer�の意識の違いでしょうか。

４）結果に至るプロセスを重視する。

　飢えた人々を救うには食料を与えることと食料を得る方法を教えることの２つがあります。もちろん、後者

の方が根本的解決法です。

　日本は明治開国以来、学問の成果を直接、輸入したため、結果を重視し、それを得たプロセスを軽視しがち

でした。それが、明確な解答を最初に要求するような学生を大量生産してしまった原因の一つでしょう。Catch

up�の時代には、その方が効率は良かったのでしょうが、これからはプロセスの重視なくしては日本は（いや、

どの国も）やって行けません。

５）このワークショップに参加した数十名の参加者の過半数は教員ではなかった点。

　私は当初、このようなワークショップには数学や理科の熱心な教員の方々が大勢参加するだろうと予想して

いました。もちろん、北は北海道から、南は九州まで、様々な地域から教員の方々が見えていましたが、大半

は環境系の行政関係者や教材会社の方々、そして塾や予備校関係者の方々でした。週末という時間の問題や参

加費（15,000円）や旅費などの予算的問題などで参加を見合わせた教員の方々も多かったとは思いますが、教

員が少数派なのには驚きました。それより、世の中の流れの変化を自らのビジネスチャンスに繋ごうとする意

欲。そしてそれによって社会に貢献していこうとする動きが学校の中より、外に多く存在することには考えさ

せられました。



GEMS日本ブランチの人たちも教育に関心を持つ、何とか教育を良くして行きたい思いで自腹の活動しているボラ
ンティアの方々です。もしかしたら、（大学も含めて）学校の中の方が、問題を把握していないのかも知れませ
ん。
（もちろん、これらは邪推で、日曜日も部活の世話等で学校の教員の方々は、来たくても来れない状況であった
のかも知れませんが。）

　以上、長くなりましたが、昨日と一昨日に参加してきたGreat�Explorations�in�Math�and�Science�(GEMS)の
ワークショップに関する感想を述べさせていただきました。御関心をお持ちの方はGEMSホームページ
http://www.lhsgems.orgを御覧下さい。

この文章は「高等教育フォーラム」に投稿されたものです。

-----------------------------------------------------------------------------------------------

2001200120012001年年年年2222月のジャパン月のジャパン月のジャパン月のジャパンGEMSGEMSGEMSGEMSセンター設立報告（要約）センター設立報告（要約）センター設立報告（要約）センター設立報告（要約）

2001年２月、ジャパンGEMSセンターが、同時期行われた日本各地からの参加者を交えたリーダーズワークショップのシリーズの

開催を通して設立された。ローレンス科学研究所のGEMSスタッフ、Kimi�Hosoume（キミ・ホソウメ）氏と�Carolyn�Willard（キ

ャロライン・ウィラード）氏は、日本のGEMSセンター事務局長の古川和（ふるかわ　かず）氏と日本環境教育フォーラム（JEEF

）のスタッフと共に始める、この素晴らしいパートナーシップ活動に深い喜びを抱いています。

˚

この新しいセンターの創立準備は、JEEFのスタッフがバークレーにて行われたGEMSワークショップへの参加と、その後の古河和

氏とJEEFの事務局長、大黒英二氏による訪米に始まりました。彼らは2002年から日本の学校において導入される総合的学習の時

間について述べ、これまで以上に生徒の自発性や探究心を尊重したカリキュラムが実施されるであろう、と教育現場の改革につ

いて説明してくれました。そして、すでに自発性や探究心を尊重した環境教育の実現に力を注いでいるJEEFは、私たちGEMSとの

パートナーシップを通して、日本の教育現場においてGEMSの体験重視の科学・数学教育カリキュラムを導入するという意思につ

いて話してくれました。私たちは、この素晴らしい試みに支援できること自体を光栄に思っています。

東京の成城学園で行われた二日間の「センター設立ワークショップ」は、日本全国から参加定員を超える６０人もの学校教員や

大学教員、企業関係者らが集まるという大盛況ぶりで、古川さんの尽力に感謝しています。彼女は参加できなかった３０名を対

象に、その次の週末に横浜ワンダーシップ科学博物館での追加ワークショップを開催しただけでなく、当博物館のスタッフを対

象にも一日のワークショップを追加しました。そこでは、テラリウム・ハビタッツ（Terrarium�Habitats）という、毎年開催さ

れる全米レベルの野外教育会議（Outdoor�Education�Conference）では常に高い評価を得ているワークショップを行いました。

˚

　（中略）

˚

ワークショップは大成功に終わり、私たちは技量豊かで熱心な教育者たちと一緒に仕事をすることができて大変光栄に思ってい

ます。今回出会った人々はみな優しく、私たちの日本訪問の時間を心温まる思い出深いものにしてくれました。私たちは、JEEF

とのパートナーシップが末長く効果的なものになることと、より探究心を尊重とした授業の実現に取り組む日本の教育現場の方

々の下支えになることを心より期待しています。（原文は次ページに掲載）

˚

2001年4月19日（木）

˚

キャロライン・ウィラード

˚

GEMSネットワーク・ディレクター

Lawrence�Hall�of�Science

University�of�California,�Berkeley

˚



A Report on the February 2001 Activities Establishing the New Japan GEMS
Center

In late February, 2001, the new Japan GEMS Center was established with an exciting series of
leaders workshops that included participants from all over Japan. Kimi Hosoume and Carolyn Willard
of the LHS GEMS staff had the pleasure of working with GEMS Center Director Kazu Furukawa and
the Japan Environmental Education　Forum  (JEEF)　to　launch　this　very　exciting　
partnership.

Preparation for the new center began with JEEF staff attending GEMS workshops in Berkeley, and
with additional planning visits to Berkeley by Kazu Furukawa and the JEEF Secretariat Director, Eiji
Ooguro. They explained that Japanese schools will begin using a new science curriculum in 2002
which will include more inquiry-based learning. JEEF, already active in inquiry based environmental
education, wanted to form a partnership　with LHS GEMS to help classroom teachers implement
this type　of　engaging, inquiry-based science and mathematics teaching. We are honored to be a
part of this　effort.

For the two-day "Center-launch" workshops at Seijo Gakuen in Tokyo, Kazu gathered a very
impressive group of over sixty teachers, professors, and business people from around the country.
She scheduled an additional workshop the following weekend in Yokohama to accommodate 30
participants who were not able to attend the first workshops. The Yokohama workshop was held at
the new Wondership Science Museum, and we added an extra workshop day for the museum staff.
Kimi also presented a well-received session on Terrarium Habitats at the annual Outdoor Education
Conference,　which is attended by outdoor educators from all over the country.

（this paragraph omitted）

Overall, the workshops were a tremendous success and we very much appreciate the talented and
dedicated educators with whom we had the privilege of working. Everyone was so gracious and kind,
and made our time in Japan very memorable and happy. We look forward to a long and effective
partnership with JEEF in the years to come, helping to support Japanese classroom teachers as they
implement more inquiry-based lessons.
˚
˚

April 19th, 2001
˚

Carolyn Willard
˚

GEMS Network Director
Lawrence Hall of Science

University of California, Berkeley

˚

˚



GEMS GUIDES G R A D E L E V E L S
PPPP KKKK 1111 2222 3333 4444 5555 6666 7777 8888 9999

動物の自己防衛
蝶をかくそう
アリの家
タマゴ、タマゴ、ここにも、あそこにも
テントウムシ
オポーサムのお母さんと赤ちゃん
ペンギンとひなたち
木のお家
「かがく」をしらべる
ハチの巣作り
ｶｴﾙの算数-予想して、よく考えて、遊ぼう
宝もの箱
グループソリューション 妥当な
グループソリューション、too! グレードレベル
シャボン玉フェスティバル
建てよう！フェスティバル
文化遺産調査、マスク、神話、貝塚
テラリウムハビタッツ（土と生き物の世界）
溶解について
液体調査
秘密のひみつ
砂浜と生き物
アクアティックハビタッツ（水と生き物の世界） これらのグレード
ミステリーフェスティバル に適応することが
マス　オンザ　メニュー できる。
あらゆる可能性
スクールヤードエコロジー
犯罪化学調査
指紋採取
太陽熱を利用した温水・暖房
顕微鏡
木星の衛星探検
キャベツと化学
ウーブレック―化学者の仕事―
クアダイズ
石にこめられたお話
ビタミンCテスト
動物の行動
シャボン玉を科学する（シャボン玉研究）
色分析
地球、月、星
環境探偵
動物行動地図
世界中の算数
宇宙からのメッセージ
たった１つの海
ペーパータオル検査
酸性雨
化学反応
対流―カレントイベント
濃度発見
ドライアイス
ミミズ
模型ロケット実験
ハイト・オー・メーター　
学習についての学習
魚のすみかのマッピング（魚類生息地図作り）
レンズの秘密
川の浸食作用
地球の温暖化

GEMSGEMSGEMSGEMSプログラム一覧プログラム一覧プログラム一覧プログラム一覧

この表はこの表はこの表はこの表は で開発されたプログラムと各学年への適応度を示したものです。で開発されたプログラムと各学年への適応度を示したものです。で開発されたプログラムと各学年への適応度を示したものです。で開発されたプログラムと各学年への適応度を示したものです。

P はPreschool
（=幼稚園年少）

KはKindergarｔen
（=幼稚園年長）

GEMS



ジャパンＧＥＭＳセンターのミッションジャパンＧＥＭＳセンターのミッションジャパンＧＥＭＳセンターのミッションジャパンＧＥＭＳセンターのミッション((((使命使命使命使命))))

　　　　学学学学校校校校やややや体体体体験験験験活活活活動動動動のののの時時時時間間間間、、、、ああああるるるるいいいいはははは家家家家庭庭庭庭ににににおおおおいいいいてててて、、、、子子子子どどどどもももももももも大大大大人人人人ももももＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳののののカカカカリリリリキキキキュュュュララララムムムム
をををを体体体体験験験験ししししててててももももららららええええるるるるよよよよううううににににＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳのののの普普普普及及及及にににに努努努努めめめめてててていいいいききききまままますすすす。。。。そそそそししししてててて、、、、感感感感動動動動体体体体験験験験ととととととととももももにににに科科科科
学学学学的的的的認認認認識識識識、、、、思思思思考考考考力力力力・・・・判判判判断断断断力力力力をををを伸伸伸伸ばばばばすすすすここここととととにににによよよよっっっってててて、、、、現現現現実実実実世世世世界界界界ををををよよよよりりりり深深深深くくくく理理理理解解解解しししし、、、、環環環環境境境境教教教教育育育育のののの
目目目目指指指指すすすす持持持持続続続続可可可可能能能能なななな社社社社会会会会をををを実実実実現現現現すすすするるるるこここことととと。。。。

ジャパンＧＥＭＳセンターのゴールジャパンＧＥＭＳセンターのゴールジャパンＧＥＭＳセンターのゴールジャパンＧＥＭＳセンターのゴール((((目標目標目標目標))))

１１１１．．．．「「「「理理理理科科科科嫌嫌嫌嫌いいいい」」」」ををををななななくくくくすすすす
　　　　ＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳはははは体体体体験験験験ををををベベベベーーーーススススににににししししたたたた科科科科学学学学学学学学習習習習にににによよよよっっっってててて、、、、基基基基礎礎礎礎学学学学力力力力をををを身身身身ににににつつつつけけけけるるるるととととととととももももにににに、、、、自自自自分分分分
自自自自身身身身でででで考考考考ええええるるるる、、、、自自自自らららら学学学学ぶぶぶぶ力力力力ををををつつつつけけけけるるるるここここととととをををを目目目目標標標標ととととししししてててていいいいまままますすすすがががが、、、、同同同同時時時時にににに科科科科学学学学はははは難難難難ししししいいいい、、、、嫌嫌嫌嫌いいいい
だだだだとととといいいいうううういいいいわわわわゆゆゆゆるるるる「「「「理理理理科科科科嫌嫌嫌嫌いいいい」」」」「「「「理理理理科科科科ばばばばななななれれれれ」」」」ををををななななくくくくすすすすここここととととにににに貢貢貢貢献献献献ででででききききるるるるとととと思思思思わわわわれれれれまままますすすす。。。。体体体体
験験験験をををを通通通通ししししてててて楽楽楽楽ししししくくくく学学学学ぶぶぶぶここここととととにににによよよよっっっってててて、、、、科科科科学学学学ががががももももっっっっとととと身身身身近近近近ななななももももののののででででああああるるるるとととと実実実実感感感感しししし、、、、わわわわれれれれわわわわれれれれのののの
周周周周りりりりのののの森森森森羅羅羅羅万万万万象象象象をををを観観観観察察察察ししししたたたたりりりり、、、、正正正正ししししくくくく思思思思考考考考ししししたたたたりりりり、、、、判判判判断断断断すすすするるるる力力力力をををを養養養養ううううここここととととをををを学学学学校校校校ででででもももも、、、、家家家家庭庭庭庭
ででででもももも取取取取りりりり入入入入れれれれてててて進進進進めめめめてててて頂頂頂頂ききききたたたたいいいいののののでででですすすす。。。。

 

２２２２．．．．指指指指導導導導者者者者のののの育育育育成成成成
　　　　ササササイイイイエエエエンンンンススススととととはははは、、、、専専専専門門門門家家家家だだだだけけけけがががが行行行行ななななうううう学学学学問問問問とととといいいいううううわわわわけけけけででででははははななななくくくく、、、、たたたたととととええええ理理理理科科科科のののの教教教教師師師師ででででななななくくくく
ててててもももも興興興興味味味味やややや探探探探究究究究心心心心ををををももももっっっってててていいいいれれれればばばば指指指指導導導導ををををすすすするるるるここここととととはははは可可可可能能能能でででですすすす。。。。ＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳのののの教教教教師師師師用用用用テテテテキキキキスススストトトト、、、、
リリリリーーーーダダダダーーーー用用用用テテテテキキキキスススストトトト、、、、親親親親ののののたたたためめめめテテテテキキキキスススストトトトのののの中中中中でででではははは、、、、原原原原理理理理、、、、考考考考ええええ方方方方、、、、手手手手順順順順ななななどどどどもももも分分分分かかかかりりりりややややすすすすくくくく
解解解解説説説説さささされれれれてててていいいいまままますすすす。。。。日日日日本本本本ににににおおおおいいいいてててて、、、、「「「「理理理理科科科科ばばばばななななれれれれ」」」」はははは子子子子どどどどももももたたたたちちちちだだだだけけけけででででななななくくくく大大大大人人人人ににににもももも起起起起ききききてててて
いいいいるるるる現現現現象象象象でででですすすす。。。。ＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳはははは大大大大人人人人がががが体体体体験験験験ししししててててもももも充充充充分分分分楽楽楽楽ししししめめめめるるるる内内内内容容容容でででで、、、、科科科科学学学学はははは身身身身近近近近ななななももももののののとととと感感感感じじじじ
るるるるよよよよううううににににななななるるるるははははずずずずでででですすすす。。。。
　　　　　　　　
３３３３．．．．フフフファァァァシシシシリリリリテテテテーーーーシシシショョョョンンンンととととププププロロロロセセセセススススをををを考考考考ええええるるるる力力力力ををををつつつつけけけけるるるる
　　　　指指指指導導導導者者者者がががが自自自自由由由由なななな質質質質問問問問ををををすすすするるるるここここととととにににによよよよっっっってててて、、、、学学学学習習習習者者者者はははは、、、、答答答答ええええはははは一一一一つつつつででででははははななななくくくく、、、、意意意意見見見見をををを自自自自由由由由にににに
だだだだせせせせるるるるとととといいいいうううう学学学学習習習習意意意意欲欲欲欲のののの高高高高ままままりりりりををををみみみみせせせせまままますすすす。。。。学学学学習習習習者者者者同同同同士士士士のののの話話話話しししし合合合合いいいいををををささささせせせせたたたたりりりり、、、、ププププロロロロセセセセススススをををを
重重重重視視視視すすすするるるる学学学学びびびびををををフフフファァァァシシシシリリリリテテテテーーーートトトト((((進進進進行行行行、、、、促促促促進進進進))))すすすするるるる力力力力ををををつつつつけけけけるるるるここここととととがががが、、、、重重重重要要要要だだだだとととと考考考考ええええまままますすすす。。。。まままま
たたたた、、、、テテテテキキキキスススストトトトでででではははは、、、、考考考考ええええるるるる道道道道筋筋筋筋がががが大大大大切切切切ででででああああるるるるここここととととをををを学学学学べべべべるるるるよよよようううう、、、、体体体体験験験験学学学学習習習習法法法法のののの理理理理論論論論にににに基基基基づづづづいいいい
てててて作作作作らららられれれれてててていいいいまままますすすす。。。。

 

４４４４．．．．自自自自然然然然へへへへのののの理理理理解解解解をををを深深深深めめめめるるるる
　　　　感感感感性性性性やややや直直直直観観観観にににによよよよるるるる実実実実体体体体験験験験とととと自自自自然然然然にににに対対対対すすすするるるる科科科科学学学学的的的的認認認認識識識識やややや論論論論理理理理的的的的思思思思考考考考はははは対対対対立立立立すすすするるるるももももののののででででははははななななくくくく、、、、
表表表表裏裏裏裏一一一一体体体体ででででああああるるるるとととと思思思思いいいいまままますすすす。。。。自自自自然然然然をををを理理理理解解解解しししし、、、、人人人人間間間間とととと自自自自然然然然ががががととととももももにににに生生生生ききききててててゆゆゆゆくくくくたたたためめめめにににに、、、、両両両両者者者者とととと
もももも不不不不可可可可欠欠欠欠でででですすすす。。。。ＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳのののの教教教教材材材材はははは楽楽楽楽ししししみみみみななななががががらららら、、、、自自自自然然然然のののの科科科科学学学学的的的的、、、、論論論論理理理理的的的的理理理理解解解解をををを促促促促進進進進すすすするるるるこここことととと
にににに役役役役立立立立ちちちちまままますすすす。。。。ままままたたたた、、、、ＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳににににはははは心心心心のののの活活活活動動動動ととととももももいいいいええええるるるる文文文文学学学学、、、、芸芸芸芸術術術術、、、、音音音音楽楽楽楽もももも数数数数多多多多くくくく取取取取りりりり入入入入れれれれ
らららられれれれてててていいいいまままますすすす。。。。

 

 

ジャパンＧＥＭＳセンターの活動ジャパンＧＥＭＳセンターの活動ジャパンＧＥＭＳセンターの活動ジャパンＧＥＭＳセンターの活動
　　　　
１１１１．．．．ＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳのののの原原原原理理理理、、、、手手手手法法法法、、、、概概概概念念念念ななななどどどどをををを広広広広めめめめるるるるたたたためめめめにににに教教教教員員員員やややや親親親親、、、、野野野野外外外外教教教教育育育育、、、、環環環環境境境境教教教教育育育育、、、、科科科科学学学学
　　　　　　　　教教教教育育育育ななななどどどどのののの指指指指導導導導者者者者ななななどどどどをををを対対対対象象象象ととととししししたたたたワワワワーーーーククククシシシショョョョッッッッププププ、、、、体体体体験験験験会会会会をををを開開開開催催催催すすすするるるる。。。。学学学学校校校校ななななどどどどへへへへ指指指指
　　　　　　　　導導導導者者者者のののの派派派派遣遣遣遣をををを行行行行ななななうううう。。。。
２２２２．．．．教教教教育育育育関関関関係係係係者者者者ののののネネネネッッッットトトトワワワワーーーークククク作作作作りりりり。。。。そそそそれれれれにににによよよよっっっってててて教教教教育育育育者者者者やややや教教教教員員員員のののの方方方方々々々々のののの情情情情報報報報交交交交換換換換すすすするるるる場場場場をををを
　　　　　　　　作作作作るるるる。。。。
３３３３．．．．ロロロローーーーレレレレンンンンスススス科科科科学学学学研研研研究究究究所所所所ややややアアアアメメメメリリリリカカカカのののの教教教教員員員員、、、、教教教教育育育育者者者者ととととももももネネネネッッッットトトトワワワワーーーーククククをををを作作作作りりりり、、、、日日日日本本本本ととととアアアアメメメメ
　　　　　　　　リリリリカカカカのののの科科科科学学学学教教教教育育育育、、、、環環環環境境境境教教教教育育育育のののの相相相相違違違違点点点点、、、、問問問問題題題題意意意意識識識識ななななどどどど話話話話しししし合合合合うううう場場場場をををを作作作作るるるる。。。。
４４４４．．．．ＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳガガガガイイイイドドドドブブブブッッッッククククのののの翻翻翻翻訳訳訳訳計計計計画画画画のののの推推推推進進進進。。。。
５５５５．．．．ＧＧＧＧＥＥＥＥＭＭＭＭＳＳＳＳでででで開開開開発発発発さささされれれれたたたた内内内内容容容容がががが日日日日本本本本のののの生生生生態態態態系系系系、、、、地地地地域域域域性性性性にににによよよよりりりり適適適適合合合合しししし内内内内容容容容ににににななななるるるるよよよようううう、、、、現現現現場場場場
　　　　　　　　のののの意意意意見見見見をををを取取取取りりりり入入入入れれれれ改改改改良良良良すすすするるるる。。。。
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委員会委員会委員会委員会

　　　　　　　　委員長委員長委員長委員長 北野　日出男（きたの　ひでお）北野　日出男（きたの　ひでお）北野　日出男（きたの　ひでお）北野　日出男（きたの　ひでお） 東京学芸大学名誉教授、創価大学教授東京学芸大学名誉教授、創価大学教授東京学芸大学名誉教授、創価大学教授東京学芸大学名誉教授、創価大学教授　　　　
　　　委員　　　　委員　　　　委員　　　　委員　 有馬　朗人（ありま　あきと）　　　　有馬　朗人（ありま　あきと）　　　　有馬　朗人（ありま　あきと）　　　　有馬　朗人（ありま　あきと）　　　　 参議院議員、元東京大学学長、前文部大臣参議院議員、元東京大学学長、前文部大臣参議院議員、元東京大学学長、前文部大臣参議院議員、元東京大学学長、前文部大臣
　　　　　　　　　　　　 野中　郁二郎（のなか　いくじろう）　野中　郁二郎（のなか　いくじろう）　野中　郁二郎（のなか　いくじろう）　野中　郁二郎（のなか　いくじろう）　 一橋大学大学院一橋大学大学院一橋大学大学院一橋大学大学院
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国際企業戦略研究科教授国際企業戦略研究科教授国際企業戦略研究科教授国際企業戦略研究科教授
　　　　　　　　　　　　 宮原　明（みやはら　あきら）　　　宮原　明（みやはら　あきら）　　　宮原　明（みやはら　あきら）　　　宮原　明（みやはら　あきら）　　　 ㈱富士ｾﾞﾛｯｸｽ副会長、前社長㈱富士ｾﾞﾛｯｸｽ副会長、前社長㈱富士ｾﾞﾛｯｸｽ副会長、前社長㈱富士ｾﾞﾛｯｸｽ副会長、前社長
　　　　　　　　 秋山　仁（あきやま　じん）　　　秋山　仁（あきやま　じん）　　　秋山　仁（あきやま　じん）　　　秋山　仁（あきやま　じん）　　　 東海大学教授東海大学教授東海大学教授東海大学教授
　　　　　　　　　　　　 立花　隆（たちばな　たかし）　　立花　隆（たちばな　たかし）　　立花　隆（たちばな　たかし）　　立花　隆（たちばな　たかし）　　 ジャーナリスト　　（返事まち）ジャーナリスト　　（返事まち）ジャーナリスト　　（返事まち）ジャーナリスト　　（返事まち）

鷲谷　いづみ（わしたに　いづみ）鷲谷　いづみ（わしたに　いづみ）鷲谷　いづみ（わしたに　いづみ）鷲谷　いづみ（わしたに　いづみ） 東京大学教授、保全生態学研究会代表（候補）東京大学教授、保全生態学研究会代表（候補）東京大学教授、保全生態学研究会代表（候補）東京大学教授、保全生態学研究会代表（候補）
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研究会研究会研究会研究会

　　　幹事　　　幹事　　　幹事　　　幹事 古川　和（ふるかわ　かず）古川　和（ふるかわ　かず）古川　和（ふるかわ　かず）古川　和（ふるかわ　かず） ティーチング・キッズ代表ティーチング・キッズ代表ティーチング・キッズ代表ティーチング・キッズ代表
　　　　メンバーメンバーメンバーメンバー 松田良一（まつだ　りょういち）　松田良一（まつだ　りょういち）　松田良一（まつだ　りょういち）　松田良一（まつだ　りょういち）　 東京大学教養学部助教授東京大学教養学部助教授東京大学教養学部助教授東京大学教養学部助教授

小倉　康（おぐら　やすし）　　　小倉　康（おぐら　やすし）　　　小倉　康（おぐら　やすし）　　　小倉　康（おぐら　やすし）　　　 国立教育政策研究所研究員国立教育政策研究所研究員国立教育政策研究所研究員国立教育政策研究所研究員
　　　　 柿沼美紀（かきぬま　みき）　　　柿沼美紀（かきぬま　みき）　　　柿沼美紀（かきぬま　みき）　　　柿沼美紀（かきぬま　みき）　　　 日本獣医畜産大学獣医科教授日本獣医畜産大学獣医科教授日本獣医畜産大学獣医科教授日本獣医畜産大学獣医科教授
　　　　 戸田耿介（とだ　こうすけ）　　　戸田耿介（とだ　こうすけ）　　　戸田耿介（とだ　こうすけ）　　　戸田耿介（とだ　こうすけ）　　　 兵庫県立人と自然の博物館主任研究員兵庫県立人と自然の博物館主任研究員兵庫県立人と自然の博物館主任研究員兵庫県立人と自然の博物館主任研究員
　　　　 飯沼慶一（いいぬま　けいいち）飯沼慶一（いいぬま　けいいち）飯沼慶一（いいぬま　けいいち）飯沼慶一（いいぬま　けいいち） 成城学園初等学校教諭成城学園初等学校教諭成城学園初等学校教諭成城学園初等学校教諭
　　　　 杉山朗子（すぎやま　あきこ）　杉山朗子（すぎやま　あきこ）　杉山朗子（すぎやま　あきこ）　杉山朗子（すぎやま　あきこ）　 ミネソタ州立大学秋田校講師ミネソタ州立大学秋田校講師ミネソタ州立大学秋田校講師ミネソタ州立大学秋田校講師

人見久城（ひとみ　ひさき）人見久城（ひとみ　ひさき）人見久城（ひとみ　ひさき）人見久城（ひとみ　ひさき） 宇都宮大学教育学部助手（候補）宇都宮大学教育学部助手（候補）宇都宮大学教育学部助手（候補）宇都宮大学教育学部助手（候補）
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　　・ジャパン　　・ジャパン　　・ジャパン　　・ジャパン

 

センターセンターセンターセンター

センター長　センター長　センター長　センター長　 岡島　成行（おかじま　しげゆき）岡島　成行（おかじま　しげゆき）岡島　成行（おかじま　しげゆき）岡島　成行（おかじま　しげゆき） （社）日本環境教育フォーラム常務理事（社）日本環境教育フォーラム常務理事（社）日本環境教育フォーラム常務理事（社）日本環境教育フォーラム常務理事
　事務局長　事務局長　事務局長　事務局長 古川　和（ふるかわ　かず）古川　和（ふるかわ　かず）古川　和（ふるかわ　かず）古川　和（ふるかわ　かず） ティーチング・キッズ代表ティーチング・キッズ代表ティーチング・キッズ代表ティーチング・キッズ代表
　　事務局　　事務局　　事務局　　事務局 藤　公晴（とう　きみはる）藤　公晴（とう　きみはる）藤　公晴（とう　きみはる）藤　公晴（とう　きみはる） （社）日本環境教育フォーラム（社）日本環境教育フォーラム（社）日本環境教育フォーラム（社）日本環境教育フォーラム

高野秀夫（たかの　ひでお）高野秀夫（たかの　ひでお）高野秀夫（たかの　ひでお）高野秀夫（たかの　ひでお） （社）日本環境教育フォーラム（社）日本環境教育フォーラム（社）日本環境教育フォーラム（社）日本環境教育フォーラム
　　　　　　　　

連絡先連絡先連絡先連絡先

GEMS

　　　　　　　　ジャパンジャパンジャパンジャパン: センター　　　センター　　　センター　　　センター　　　GEMS 社社社社( 日本環境教育フォーラム内日本環境教育フォーラム内日本環境教育フォーラム内日本環境教育フォーラム内
〒〒〒〒１６０－００２２　東京都新宿区新宿５－１６０－００２２　東京都新宿区新宿５－１６０－００２２　東京都新宿区新宿５－１６０－００２２　東京都新宿区新宿５－

)
－１５－１５－１５－１５10 ツインズ新宿ビルツインズ新宿ビルツインズ新宿ビルツインズ新宿ビル 階階階階4

　　　　Tel: －－－－03 －－－－3350 　　　　6770   　　　　Fax: －－－－03 －－－－3350 　　　　7818
　　　　Email: gems@jeef.or.jp  URL: www.jeef.or.jp/gems


